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和
や
か
に
暑
気
払
い

８

・
９
月
は
合
併
号
な
の
で
、
報
告
が
遅
く
な
つ

て
し
ま
つ
た
が
、
緑
爽
会
恒
例
の
暑
気
払
い
が
７
月

２
５
日
に
開
催
さ
れ
、
暑
い
夏
の
午
後
の
ひ
と
と
き

を
和
や
か
に
過
ご
し
た
。
国
見
利
夫
さ
ん
奥
野
道
治

さ
ん
ら
長
者
の
方
々
も
元
気
に
出
席
さ
れ
た
。
講
演

は
新
入
会
の
西
谷
隆
亘
法
大
名
誉
教
授
。
専
門
分
野

の
魚
道
に
関
す
る
お
話
の
内
容
は
別
に
掲
載
す
る
。

事
務
局
の
ミ
ス
で
、
暑
気
払
い
の
記
念
写
真
の
手

配
を
失
念
。
Ｆ
」れ
で
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
、
編

集
に
送
ら
れ
て
き
た
の
は
差
入
れ
の
フ
イ
ン
の
写
真
。

「日
本
山
岳
会
緑
爽
会
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
る
。

し
か
も
中
味
は
た
だ
の
フ
イ
ン
で
は
な
い
。
宮
内
庁

御
用
達
で
知
ら
れ
る
サ
ド
ヤ
の
フ
イ
ン
で
あ
る
。
サ

ド
ヤ
の
先
代
は
早
大
山
岳
部
草
創
期
の
今
井
友
之
助

さ
ん
。
ア
イ
デ
ア
浴
れ
る
差
入
れ
の
お
蔭
で
、
さ
さ

や
か
な
昼
食
会
な
が
ら
気
分
は
ま
る
で
王
侯
貴
族
。

そ
の
他
差
入
れ
多
数
。
感
謝
し
つ
つ
も
、
最
近
は
飲

み
き
れ
な
く
な

っ
た
の
が
、
少
し
淋
し
い
気
が
す
る
。

出
席
者
　
国
見
利
夫
・
松
本
恒
廣
・
近
藤
緑
・
里
見
清
子
・

渡
部
温
子
・
奥
野
道
治
・
鳥
橋
祥
子
・
樋
日
公
臣
・
中
澤
喜
久

郎
・
大
島
洋
子
・島
田
稔
・福
原
サ
チ
子
・夏
原
寿
一
・瀬
戸
英

隆
・
川
日
章
子
・
深
口
森

太
郎
・
中
尾
千
予
光
・
渡

辺
恵
美
子
・
西
谷
隆
亘

・

西
谷
可
江
　
計
２
０
名

１
９
３
２
年
京

大
樺
太
探
検
の
帰

途
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

帰
り
の
ク
ラ
イ

マ

ー
で
ス
キ
ー
の
名

手
高
橋
健
治
は
、

ド
イ
ツ
娘
の
ロ
ー
ゼ

・
レ
ツ
サ
と

出
会
う
。
二
人
は
結
婚
し
、
笹
ヶ

峰
ヒ
ュ
ッ
テ
建
設
を
果
す
が
、
健

治
は
結
核
の
為
、
１
９
４
７
年
に

死
去
。
そ
の
後
半
世
紀
を
日
本
に

留
ま
り
、
遺
児

。
エ
リ
ザ
ベ
ス
を

育
て
、
健
治
と
共
に
訪
れ
た
雪
国

の
人
々
を
愛
し

『
北
越
雪
譜
』
の

英
訳
独
訳
を
成
し
遂
げ
、
世
界
平

和
に
も
貢
献
し
た
、
ロ
ー
ゼ
夫
人

の
生
涯
を
関
係
者
が
語
り
ま
す
。

斎
藤
清
明

（京
大
学
士
山
岳
会
）

［講
演
］

多
摩
川
の
魚
道
に
つ
い
て西谷
　
隆
亘

只
今
、
ご
紹
介
項
き
ま
し
た
、
西
谷
で
す
。
本
日

は
、
緑
爽
会
の
暑
気
払
い
会
で
お
話
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
、
諸
先
輩
を
前
に
し
て
、
大
変
緊
張
し

て
い
ま
す
。
ま
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
、
東
京
大
学
で
土
木
工
学
分
野
の
河
川
工
学

を
学
ん
で
、
昭
和
３
７
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
在
学

中
は
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
で
山
登
り
を
教
わ
り
、
卒
業
後
、

３
年
た
つ
た
１
９
６
５
年
に
、
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
２
度

日
の
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
（キ
ン
ヤ
ン
キ
ツ
シ
ユ
峰
）

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
遭
難
が
あ
つ
て
上
手
く
行
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
は
法
政
大
学
に
４
５
年
間

勤
め
て
、
そ
の
間
、
山
登
り
は
や
つ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
退
職
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
京
多
摩
支
部
の
公
募
山

行

・
分
水
嶺
踏
査
山
行

へ
の
参
加
を
切
っ
掛
け
に
、

２
０
１
０
年
に
日
本
山
岳
会
に
入
会
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
、
緑
爽
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
と
い
う
訳
で
、
今
日
の
こ
の
会
で
、
話
を
す
る

こ
と
に
な
つ
た
次
第
で
す
。

最
初
、
代
表
の
松
本
さ
ん
か
ら
、
「次
の
暑
気
払
い

の
例
会
で
何
か
話
を
し
て
く
れ
な
い
か
？
」
と
い
う

お
電
話
を
頂
き
、
山
岳
会
の
会
合
な
の
で
、
山
の
話

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
Ｌ
思
い
ま
し
て
、
考
え
ま

し
た
が
、
「３
年
前
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
会
し
た
私
に
は
、

山
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
緑
爽
会
々
員
の
皆
様
に
お
話

を
す
る
話
題
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
申
し

上
げ
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
定
年
前
ま
で
関
心
を
持

っ
て
い
た
こ
と
で
、
専
門
外
の
人
に
も
興
味
を
示
し

て
貰
え
そ
う
な
も
の
は

「魚
道
開
発
・
設
置
」
と

「皇

居
の
外
濠
の
浄
化
」
の
二
つ
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

咄
瑳
に
、
「魚
道
の
こ
と
な
ら
、
皆
様
に
お
話
で
き
る

ん
で
す
が
…
ピ
と
お
答
え
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

し
ば
ら
く
間
を
お
い
て
、
「魚
道
な
ら
、
川
に
関
す
る

こ
と
で
あ
り
、
山
の
自
然
と
の
関
わ
り
が
あ
る
か
ら
、

ま
あ
、
い
い
か
。
」
と
い
う
暖
か
い
言
葉
を
頂
き
、
今

日
の
標
題
で
、
お
話
を
さ
せ
て
頂
く
こ
Ｌ
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
、
山
の
自
然
が
健
全
で
な
け
れ
ば
、
土

砂
や
水
質
の
問
題
が
発
生
し
、
健
全
な
川
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。
直
裁
の
山
の
自
然
や
登
山
の
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
昨
年
、
緑
爽
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

会
の
皆
様
に
は
、
自
己
紹
介
の
積
り
で
お
話
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
「多
摩
川
は
ど
ん
な
川
か
？
」
、
多
摩

川
は
河
川
法
で
い
う

一
級
河
川
の
一
つ
で
す
。　
一
つ

の
河
川
は
繋
が
っ
て
い
る
本
川
、
支
川
、
派
川
を
含

め
て
、
水
系
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
河
川
法
で
定
め

ら
れ
た

一
級
河
川
は
全
国
で
１
０
９
水
系
あ
り
ま
す

が
、
大
き
さ
は
全
国
で
５
０
番
目
で
、
河
川
は
急
流

で

（水
源
地
の
笠
取
山

¨
標
高
１
，
９
５
３
ｍ
、
河

口
よ
り
１
３
８
血
）
、
常
願
寺
川
に
次
ぐ
位
の
河
川
勾

配
で
あ
る
こ
と
は

一
般
に
余
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
山
間
部
か
ら
平
野
部
に
出
ま
す
、
一扇
状
地

の
扇
頂
部
に
位
置
す
る
青
梅

（標
高
１
５
０
ｍ
、
河

口
よ
り
６
２
』
）
か
ら
下
流
の
中

。
下
流
部
は
約
１

／
２
４
０
０
の
勾
配
で
す
。
中

・
下
流
に
約
４
２
５

万
人
の
流
域
人
口
を
有
し
ま
す
。
年
間
降
水
量
は
１
，

３
０
０
ｍ
ｍ
～
１
，
６
０
０
ｍ
ｍ
で
、
日
本
の
年
間

降
水
量
１
，
７
２
０
ｍ
ｍ
に
較
べ
る
と
、
多
い
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
流
に
小
河
内
ダ
ム

（有
効
貯
水

量

¨
１
億
８
，
５
４
０
万
ピ
）
が
１
９
５
７

（昭
和

３
２
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
す
ぐ
下
流
に
自

丸
ダ
ム

（堤
高
３
０
，
３
ｍ
、
正
式
名

一
白
丸
調
整

池
ダ
ム
。
１
９
６
３

（昭
和
３
８
）
年
完
成
。
）
が
あ

り
ま
す
。

１
９
６
４
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭

和
３
９
年
に
深
刻
な
渇
水
が
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に

利
根
川
導
水
が
完
成
し
、
現
在
の
東
京
都
の
主
要
な

時
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越
流
型
、
あ
る

い
は
、
そ
れ
ら

の
複
合
型
魚
道

が
設
置
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
魚
道

は
階
段
式
扇
型

・
階
段
式
越
流

型
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
魚
道
の

形
状
デ
ザ
イ
ン

と
水
の
演
出
は

よ
し
と
す
る
も
、

水
流
は
急
流
で

魚
類
の
遡
上
の

観
点
か
ら
の
考

慮
が
足
り
な
い

よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の

魚
道
の
改
良
が

１
９
９
２

（平

成
４
）
年
か
ら

始
ま
っ
た

「魚
　
一

の
の
ぼ
り
や
す

い
川
づ
く
り
推

進
モ
デ
ル
事
業
」

水
道
水
源
は
利
根
川

・
荒
川
水
系
８
割
と
多
摩
川
水

系
２
割
の
二
系
統
と
な
つ
て
い
ま
す
。

氾
濫
す
る
よ
う
な
大
洪
水
は
滅
多
に
起
こ
り
ま
せ

ん
が
、
小
河
内
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
、
洪
水
は
安
心
と

思
っ
て
い
た
ら
、
昭
和
４
９
年
の
狛
江
地
先
の
左
岸

堤
防
決
壊
は
耳
目
に
新
し
い
出
来
事
で
し
た
、
こ
れ

に
は
、
降
雨
以
外
の
複
雑
な
原
因
が
絡
ん
で
い
た
よ

う
で
、多
摩
川
は
洪
水
に
は
安
全
な
川
の
よ
う
で
す
。

多
摩
川
と
言
え
ば
、
羽
村
か
ら
取
水
す
る
玉
川
上

水
が
江
戸
時
代
の
水
道
と
し
て
有
名
で
す
。
玉
川
上

水
は
承
応
２

（１
６
５
３
）
年
に
開
削
さ
れ
、
翌
、

承
応
３
年
江
戸
市
中
の
水
路
が
完
成
し
た
水
道
と
言

う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
玉
川
上
水
は

江
戸
市
中
に
は
給
水
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
、
実
際
は

途
中
で
野
火
止
用
水
、
千
川
用
水
や
品
川
領
用
水
、

三
田
用
水
な
ど
に
分
水
し
な
が
ら
、
途
中
の
新
田
開

発
と
江
戸
城

（現
在
の
皇
居
）
の
外
濠

。
内
堀

へ
の

給
水
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
玉
川
上
水
の
水
道

と
し
て
の
江
戸
市
中
の
主
要
な
給
水
範
囲
は
江
戸
城

周
辺
の
大
名
屋
敷
、
特
に
西
部
の
大
名
屋
敷
だ
け
で

し
た
。

ま
た
、
玉
川
の
鮎
を
将
軍
家
に
献
上
し
た
り
、
伊

達
政
宗
が
江
戸
滞
在
中
に
鮎
漁
を
し
て
、
五
日
市

・

大
悲
願
寺
に
立
ち
寄
り
、
萩
を
贈

っ
た
話
も
残
っ
て

い
て
、
鮎
の
獲
れ
る
川
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
羽
村
堰
が
近
代
水
道
施

設
に
改
良
さ
れ
て
、
羽
村
よ
り
上
流
に
鮎
が
遡
上
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
青
梅
市
大
柳
河
原

・
釜
の
淵

で
石
川
千
代
松
博
士
が
１
９
１
３
年
６
月
１
日
養
殖

コ
ア
ユ
を
放
流
し
た
の
が
、
ア
ユ
放
流
の
始
ま
り
で

す
。
最
初
は
研
究
目
的
で
し
た
が
、
後
に
本
格
的
な

ア
ユ
放
流
事
業
と
な
り
、
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

ア
ユ
放
流
の
発
祥
の
地

。
青
梅
市
大
柳
河
原
に
顕
彰

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
３
０
年
頃
に
中
流
部
の
多
く
の
頭
首
工
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
改
修
さ
れ
、
階
段
式
扇
型
や
階
段
式

の
委
員
会
の
課
題
で
あ
っ
た
。

一
方
、
水
質
の
面
か
ら
見
る
と
、
昭
和
３
０
年
代

初
め
頃
ま
で
は
、
夏
場
の
日
野
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
鉄
橋

下
の
川
原
は
海
水
浴
の
賑
わ
い
で
し
た
が
、
経
済
高

度
成
長
期
に
向
か
う
昭
和
３
０
年
代
後
半
は
加
藤

辿

¨
「都
市
の
滅
ば
し
た
川
」
（中
公
新
書
）
で
紹
介

さ
れ
た
よ
う
に
、
中

・
下
流
部
の
多
摩
川
は
汚
れ
、

魚
の
棲
め
な
い
川
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
下
水
道
の
普
及
で
、
最
近
は
、
下
流
部
の
多
摩

川
で
は
た
く
さ
ん
の
遡
上
ア
ユ
の
姿
が
見
ら
れ
る
程

に
回
復
し
て
き
ま
し
た
。

次
に
、
「な
ぜ
魚
道
が
必
要
な
の
か
？
」
。
ア
ユ
や

サ
ク
ラ
マ
ス
、
サ
ケ
な
ど
川
か
ら
海

へ
、
海
か
ら
川

へ
を
生
活
圏
と
す
る
魚
を
回
遊
魚
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

河
川
の
途
中
に
障
害
物
（大
き
な
段
差
）
が
あ
る
と
、

遡
上
で
き
ま
せ
ん
じ
、
ま
た
、
降
下
す
る
際
に
も
、

落
下
衝
撃
を
受
け
、
損
傷
す
る
こ
と
も
あ
り
、
海
川

往
来
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
人
工
工
作
物
に
よ

る
阻
害
は
人
間
の
責
任
で
、生
態
系
が
壊
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
補
償
す
る
施
設
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

魚
道
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

上
流
の
ダ
ム
、
中

。
下
流
部
の
農
業
用
水
堰

（頭

首
工
）
と
水
道
用
取
水
堰
、
橋
梁
の
護
床
工
、
床
固

工
や
床
止
工
な
ど
の
、
河
川
利
用
や
河
川
管
理
に
必

要
な
河
川
横
断
構
造
物
の
存
在
に
よ
り
上

・
下
流
方

向
に
河
床
の
段
差
が
付
き
、
水
棲
生
物
の
上

・
下
流

へ
の
移
動
が
妨
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
淡
水
域
と
海
域

を
行
き
来
す
る
回
遊
魚
に
は
致
命
的
な
打
撃
で
あ
り

ま
す
。

環
境
の
変
化
と
河
川
行
政
の
動
き

愛
媛
県
五
十
崎
町
の

「町
づ
く
リ
シ
ン
ポ
の
会
」

が
昭
和
６
１

（１
９
８
６
）
年

「美
し
い
小
田
川
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
石
１
個
提
供
運
動
」
を
展
開
し
て
、

昭
和
６
３
年

（１
９
８
８
）
年
１
０
月
に
開
催
し
た

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ス
イ
ス
と
五
十
崎
町

・
川
の

交
流
会
」
を
切
っ
掛
け
に
、
建
設
省
は

『
多
自
然
型

川
づ
く
り
』
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

１
９
９
０

（平
成
２
）
年
１
１
月

鋼
多
自
然
型
川

づ
く
り
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
が
建
設
省
か
ら

出
さ
れ
、
翌
年
、
１
９
９
１

（平
成
３
）
年
１
１
月

「魚
の
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
が
始
ま
つ
た
。
『
魚
の
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
』

は
最
終
的
な
目
標
は
『魚
の
棲
み
や
す
い
川
づ
く
り
』

で
あ
る
。
こ
れ
で
、
河
川
環
境

へ
の
関
心
は
急
速
な

広
が
り
を
見
せ
、
現
在
で
は
、
河
床
の
落
差
を
乗
り

越
え
る
の
を
助
け
る
施
設
と
し
て
、
必
要
な
箇
所
に

魚
道
を
設
け
る
こ
と
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
平
成
９

年
の
河
川
法
改
正
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

多
摩
川
に
お
け
る

「魚
の
の
ば
り
や
す
い
川
づ
く
り

推
進
モ
デ
ル
事
業
」

１
９
９
２

（平
成
４
）
年
に
国
土
交
通
省

・
京
浜

河
川
事
務
所
は

「魚
の
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
推

進
モ
デ
ル
事
業
」
の
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
多
摩
川

の
魚
道
設
置
の
基
本
方
針
を
決
め
た
。
す
な
わ
ち
、

多
摩
川
本
川
は
河
口
よ
り
小
河
内
ダ
ム
ま
で
を
第
Ｉ

期
と
し
、
小
河
内
ダ
ム
よ
り
上
流
は
第
Ⅱ
期
と
し
、

第
Ｉ
期
を
先
行
す
る
。
流
程
毎
の
魚
道
対
象
魚
種
の

選
定
、
各
河
川
横
断
構
造
物
の
魚
道
の
有

・
無
と
遡

上

・
降
下
可
能
性
の
チ

エ
ッ
ク
、
推
奨
さ
れ
る
魚
道

な
ど
が
検
討
さ
れ
、
ア
ユ
と
サ
ク
ラ
マ
ス
の
遡
上
を

念
頭
に
、
多
少
の
問
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
イ
ス

ハ
ー
バ
ー
型
魚
道
設
置
を
基
本
方
針
と
し
た
。
実
務

の
魚
道
設
置
や
改
良
は
各
河
川
横
断
構
造
物
を
設

置

・
管
理
す
る
役
所
が
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
す

な
わ
ち
、
羽
村
の
二
つ
の
床
固
工
は
国
、
小
作
と
羽

村
の
両
取
水
堰
は
都

・
水
道
局
、
そ
の
他
の
用
水
堰

（頭
首
工
）
は
都

・
労
働
経
済
局
農
林
水
産
部
が
、

上
流
の
自
丸
魚
道
だ
け
は
、
国
土
交
通
省
が
担
当
し

た
。

魚
道各
魚
道
の
機
能
と
構
造
の
詳
細
は
専
門
的
過
ぎ
る

の
で
、
説
明
を
省
略
致
し
ま
す
の
で
、
魚
道
の
大
ま

か
な
種
類
は
、
付
図
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

従
来
の
魚
道
の
主
な
問
題
点
　
１
．
魚
道
位
置
の

発
見
し
易
さ
。
２
．
魚
道
下
流
端
の
落
差
。
３
．
魚

道
上
流
端
の
プ
ー
ル
の
深
さ
―
―
外
敵
か
ら
身
を
隠

す
た
め
に
必
要
。
４
．
魚
道
勾
配
―
―
魚
道
内
流
速

と
魚
類
の
遊
泳
力
の
関
係
。
５
．
魚
道
維
持
管
理
―

H gr・用水堰の|口魚道
(階段式扇型魚道)

南郷用水堰下床止工の魚適
(階段式越流型魚道)

昭和用水堰の11魚道
(扇型・皓襲式の複合型魚道)
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多摩川のい くつかの河川横断構造物の魚道

多駒 II利

“白丸ダム………………ァィスハーバー

小作取水堰………………全面越流型

羽村取水堰………………ハーフコーン

第 2床固工……………ァィスハーバー

第 3床固工……………ァィスハーーバー

JR五 日市線多摩川橋梁

秋川右岸から合流

昭和用水堰………………ハーフコーン

日野用水堰・……・………・ハーフコーン

JR人高線多摩りII橋梁……ハーフコーン

JR中央線多摩ノII橋梁……ハーフコーン

浅川右岸から合流

四谷本宿床止工…………ハーフコーン

京工線多摩川橋梁…………

大栗川右岸から合流

大丸用水堰…アイスハーバー +ハーフコーン
ニケ領上河原用水堰………

小田急線多摩川橋梁

ニケ領宿河原用水堰………

Fl丸ダム

アイスハーパ・―型魚道
(白丸ダム)

アイスハーバ・製 魚道
(白丸ダムグ)ト ンネルlj・l部の魚道)

アイスハ‐ベーとハー
'コ
ーン

(大丸用水堰)

ハープユーン型魚道
ヽ (昭和用水1兵 )

代表的な魚道

ア イ ス ハ ー バ ー 型
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―
魚
道
内
の
ゴ
ミ
や
土
砂
の
堆
積
の
除
去
。
６
。
人

の
魚
道
内

へ
の
落
下
の
際
の
危
険
。
７
．
そ
の
他
―

―
管
理
組
合
員
の
高
齢
化
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１
．
に
つ
い
て
は
、
『魚
は
左
右
岸
の
流
れ
の
緩
い

処
を
遡
上
す
る
も
の
』
、
ま
た
、
『
魚
道
の
存
在
が
洪

水
流
を
阻
害
す
る
』
と
い
う
固
定
観
念
が
あ
り
、
従

来
か
ら
魚
道
は
左
右
岸
寄
り
に
設
置
さ
れ
て
き
た
。

２
．
は
、
魚
道
下
流
端
の
河
床
が
洗
掘
を
受
け
、
魚

道
入
り
口
と
河
床
に
段
差
が
で
き
、
経
年
変
化
で
段

差
が
拡
大
す
る
が
、
そ
れ
が
放
置
さ
れ
て
い
る
例
が

多
い
。
３
．
は
２
。
と
同
様
で
、
土
砂
の
堆
積
が
放

置
さ
れ
た
ま
ま
に
な

つ
て
い
る
。
４
．
の
魚
道
勾
配

は
、
現
在
で
は
１
／
１
０
以
下
が
目
安
と
さ
れ
て
い

る
。
５
．
と
７
．
は
維
持
管
理
が
漁
業
組
合
の
会
員

の
高
齢
化
に
伴
う
問
題
で
日
本
社
会
共
通
の
問
題
で

あ
る
。
６
．
は
魚
道
の
構
造
上
の
問
題
で
あ
る
。
特

に
、
ア
イ
ス
ハ
ー
バ
ー
型
魚
道
が
容
易
に
人
が
近
づ

け
る
場
所
に
あ
る
場
合
は
注
意
を
要
す
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
の
経
験
か
ら
、
魚

道
を
考
え
る
時
に
必
要
な
事
柄
を
末
尾
の

「魚
道
の

ポ
イ
ン
ト
」
に
纏
め
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
参
考
に

し
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

(羽村取水堰) -3-



魚
道

の
ポ
イ
ン
ト

ー
．
魚
が
魚
道
を
見
付
け
易
い
位
置
に
あ
る
こ
と
。

０
側
憫
湘
憫
刺
刻
鮒
囲
欄
Ｕ
例
割
刊
句

河
道
の
左
右
岸
に
拘
ら
ず
、
河
川
主
流
線
で
あ

っ
て
も
、
河
床
の
経
年
変
化
を
見
て
、
い
い
澪
筋

を
見
出
し
、
そ
の
位
置
に
魚
道
を
設
置
す
る

（治

水
上
の
安
全
に
つ
い
て
は
２
１
②
の
項
参
照
）

沢
筋
は
高
水
時
の
も
の
で
は
な
く
、
魚
の
移
動

で
き
る
中

。
低
水
位
の
安
定
し
た
澪
筋
を
当
該
河

道
の
過
去
の
航
空
写
真
を
重
ね
合
わ
せ
て
探
す
と

よ
い
。

②
到
例
刊
厠
珊
締
川
悧
圏
淵
例
鮒
刊
燿

０

遡
上
す
る
魚
は
本
能
的
に
流
れ
の
下
流
方
向
に

は
戻
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
河
床
横
断
構
造
物
の
下
流
端
Ｌ

魚
道
の
入
り
口
で
あ
る
魚
道
下
流
端
の
位
置
関
係

は
魚
の
遡
上
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、　
一
般
に
、
魚
道
の
問
日
は
河
川
幅
員
に
較

べ
て
狭
い
の
で
、
遡
上
す
る
魚
に
と
つ
て
魚
道
入

り
口
を
見
つ
け
る
こ
と
は
左
程
簡
単
で
は
な
い
。

魚
道
入
り
日
を
見
出
せ
ず
に
直
接
、
河
川
横
断
構

造
物
で
行
く
手
を
遮
ら
れ
た
魚
は
河
川
横
断
構
造

物
を
横
方
向
に
移
動
し
な
が
ら
上
流

へ
向
か
う
経

路
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
、
魚
道
入
り
口

が
河
川
横
断
構
造
物
よ
り
下
流
に
あ
れ
ば
、
遡
上

途
上
で
本
能
的
に
流
れ
を
下
降
し
な
い
魚
は
、
河

川
横
断
構
造
物
に
沿
っ
て
右
往
左
往
す
る
だ
け
で

魚
道
入
り
口
に
辿
り
着
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
魚

道
下
流
端
を
河
川
横
断
構
造
物
の
下
流
に
突
き
出

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
多
く
の
魚
道
の
入

り
日
は
河
川
横
断
構
造
物
の
下
流
端
よ
り
張
り
出

し
て
下
流
に
あ
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
無
頓
着
で

あ
る
。
已
む
を
得
ず
、
下
流
端
に
突
き
出
す
場
合

は
、
何
ら
か
の
対
策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

③
測
コ
引
ｄ
劇
洲
刷
剣
爛
割
ｄ
測
れ
の
弧
剖
洲
み

ツハ〉
い
」
―．Ｃ
。

遡
上
す
る
魚
の
遊
泳
に
充
分
な
水
深
の
確
保
を

前
提
と
し
て
、
遡
上
す
る
魚
が
魚
道
を
見
つ
け
る

た
め
に
流
れ
の
強
さ

（流
量
と
流
速
）
が
必
要
で

あ
る
。
場
合
に
よ
つ
て
は
、
隣
接
し
て

『
呼
び
水

水
路
』
を
併
設
す
る
。

２
．
安
全
で
あ
る
こ
と
。

①
則
Ｎ
翻
曹
翻
劇
翻
珊
網
鯛
＝
劇
引
¶
ヨ
悧
日
０
制

ス
υ
い
」
どヽ
）。

特
に
、
人
の
背
丈
と
同
程
度
の
水
深
を
持
つ
、

ア
イ
ス
ハ
ー
バ
ー
型
の
よ
う
な
魚
道
を
、
人
の
接

近
し
易
い
場
所
に
、
設
置
す
る
場
合
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

ア
イ
ス
ハ
ー
バ
ー
型
魚
道
は
、
隔
壁
下
部
に
強

い
流
れ
の
潜
孔
が
あ
り
、
通
水
中
に
落
水
し
た
場

合
、
潜
孔
に
引
き
込
ま
れ
、
溺
死
に
至
る
事
故
の

可
能
性
が
あ
り
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

②
日
剰
＝
「
覇
烈
調
劉
り
劉
判
匂

魚
道
の
存
在
が
治
水
上
の
安
全
を
阻
害
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
魚
道
の
影

響
で
洪
水
流
が
偏
流
し
た
り
、
加
速
し
た
り
す
る

と
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
洪
水
時
に
、

魚
道
は
導
流
堤
の
役
割
を
果
た
す
の
で
、
偏
流
よ

り
む
し
ろ
望
ま
し
い
方
向
に
流
れ
を
作
る
し
、
魚

道
内
部
の
隔
壁
に
よ
り
流
れ
は
抵
抗
を
受
け
、
減

速
さ
れ
る
の
は
現
地
で
洪
水
時
に
観
察
さ
れ
て
い

る
。
心
配
な
場
合
に
は
、
実
験
や
計
算
に
よ
リ
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
ま
で
魚
道
の

た
め
に
洪
水
流
の
実
験
や
計
算
を
さ
れ
た
例
は
少

な
い
。

既
存
の
魚
道
の
多
く
は
、
魚
は
左
右
岸
の
何
れ

か
寄
り
を
遡
上
す
る
と
い
う
固
定
観
念
の
下
に
、

治
水
上
の
安
全
を
重
視
し
て
魚
道
位
置
が
選
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
河
川
中
央
部
を
避
け
て
、
左
右

岸
何
れ
か
の
岸
寄
り
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
魚
は
岸
寄
り
を
遡
上
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
遡
上
可
能
な
澪
筋
を
辿
つ
て
遡

上
す
る
。
魚
道
の
位
置
は
河
道
中
央
部
で
あ
つ
て

も
洪
水
流
を
阻
害
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
中

・

低
水
時
の
澪
筋
を
選
ん
で
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
多
様
な
水
中
生
物
が
利
用
で
き
る
こ
と
。

①
馴
創
刑
翻
細
倒
期
烈
倒
劇
引
剣
到
ｄ
ｌ

魚
の
種
類
に
よ
り
遊
泳
力
が
異
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
魚
道
内
、
特
に
隔
壁
越
流
部
に
魚
類
が
自

由
に
選
べ
る
、
多
様
な
水
位

。
流
速
の
場
所
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
魚
類
の
魚
道
の
利
用
に
有

利
に
な
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

０

我
が
国
の
河
川
は
水
位
変
動
幅
が
大
き
い
。
こ

の
こ
と
と
４
１
③
の
項
で
述
べ
る
魚
道
内
水
位

一

定
の
設
計
と
は
矛
盾
す
る
。
水
位
変
動
が
あ
っ
て

も
魚
道
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
工
夫
を
す
る
必
要

が
あ
る
。

４
．
維
持
管
理
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

０

我
が
国
の
河
川
の
洪
水
流
は
流
掃
土
砂
を
伴
っ

て
い
る
の
で
、
洪
水
時
に
魚
道
内
に
土
砂
が
堆
積

す
る
。
し
か
し
、
洪
水
流
に
よ
リ
フ
ラ
ツ
シ
ュ
さ

れ
、
洪
水
後
に
堆
積
土
砂
が
残
ら
な
い
構
造
で
あ

れ
ば
よ
い
。

②

側

日

幽

場

剰

湘

顔

列

鳴

馴

易

翻

封

こ

と

。
堆
積
土
砂
は
ア
ー
マ
リ
ン
グ
を
起
こ
し
て
い
て
、

重
機
の
使
え
な
い
狭
い
魚
道
で
は
、
そ
の
排
出
は

極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
放
置

さ
れ
て
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
魚
道
が

数
多
く
見
ら
れ
る
。

９

翻

司

ｇ

Ｏ

「

洲

槻

ｇ

鸞

郷

刻

翻

封

こ
と
。

魚
道
内
を
通
過
す
る
流
量
や
そ
の
水
位
を
特
定

の
値
に
設
計
さ
れ
た
魚
道
で
は
、
流
量
や
水
位
調

節
装
置

（例
え
ば
、
ゲ
ー
ト
の
開
度
や
堰
板
の
高

さ
に
よ
る
も
の
）
で
、
河
道
流
量

。
水
位
の
変
動

に
応
じ
て
、
魚
道
内
を
通
過
す
る
水
流
の
水
位
や

流
速
を
調
節
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
そ

の
装
置
の
取
り
扱
い
が
容
易
で
、
故
障
頻
度
が
少

な
く
、
維
持
費
が
安
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

魚
道
内
水
位

一
定
の
魚
道
で
は
遊
泳
力
の
異
な

る
多
様
な
魚
種
や
他
の
水
中
生
物

へ
の
対
応
は
で

き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（了
）

［緑
爽
会
９
月
山
行
］
９
月
２
８
日

（土
）
日
帰
り

野
猿
峠
か
ら
大
塚
山
と
七
国
山

京
工
線
長
沼
駅
改

札
９
時
集
合
。
横
山
迄
連
絡
を
。
８
出
ざ
ヤ
８
鶏

[緑爽会11月 山行]秋 の奥多摩ハイク

御岳山から日の出山を経て吉野梅郷ヘ

日・時 11月 14日 (本)日 帰り
集 合 青梅線御岳駅改本L日午前8時 30分
コース 御岳駅=バス=滝本=ケーブル=頂上駅
→御岳山→日の出山→蓼平神社→梅林→

日向和国駅 約 3時間半

地 図  25,000 武蔵御岳・五 日市
係   瀬戸英隆
電話・ FAX 044-966-9357 ■11:|.:

多摩川の魚道近くの筆者 (撮影 西谷可江)



山
脈
。
人
脈
　
思
い
出
の
人

山
崎
安
治
さ
ん
　
　
　
国
見

利
夫

登
山
史
に
心
血
を
そ
そ
い
だ
山
崎
安
治
さ
ん
は
、

酒
も
こ
よ
な
く
愛
し
た
。

昭
和
１
３
年
に
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
に
入

学
、
昭
和
１
７
年
同
大
法
学
部
卒
業
ま
で
一
貫
し
て

山
岳
部
に
所
属
、
こ
こ
で
積
雪
期
登
山
で
中
核
的
な

役
割
を
果
す
。
昭
和
１
５
年
に
は
北
朝
鮮
の
冠
帽
峰

第
２
次
遠
征
隊
に
参
加
す
る
な
ど
、
第
二
次
世
界
大

戦
下
の
悪
条
件
の
中
で
、
後
の
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
の

礎
石
を
作

っ
た
功
績
は
大
き
い
。

昭
和
１
７
年
早
大
を
出
る
と
、
軍
務
に
つ
い
て
中

国
に
赴
き
２
０
年
の
敗
戦
で
復
員
し
た
が
、
復
員
は

陸
軍
病
院
か
ら
だ
つ
た
。
３
年
間
の
戦
場
生
活
で
相

当
体
を
傷
め
て
い
た
。
復
員
後
は
、
創
刊
間
も
な
い

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
に
入
る
。
戦
争
直
後
の
こ
と
で
、
あ

や
し
い
酒
を
あ
び
る
程
飲
ん
だ
と
云
う
。
軍
隊
生
活

の
頃
か
ら
弱
つ
て
い
た
胸
が
更
に
悪
化
、
横
浜
の
国

立
病
院
で
療
養
生
活
に
入
る
。

安
治
さ
ん
と
私
は
僅
か
６
歳
違
い
。
普
通
な
ら
共

に
登
つ
て
い
る
筈
だ
が
、
安
治
さ
ん
の
登
山
活
動
は

戦
中
の
昭
和
１
７
年
で
終

っ
て
い
る
か
ら
、
戦
後
派

の
私
と
は
共
に
登
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。

戦
後
登
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
山

へ
の

関
心
は
強
く
以
来
書
斎
の
岳
人
と
な
る
。
特
に
登
山

史
に
目
を
向
け
、
資
料
の
散
逸
し
な
い
今
だ
と
昭
和

３
３
年
の
第

一
作

『
穂
高
星
夜
』
か
ら
以
降

『
剣
の

窓
』
『
山
の
序
曲
』
…
…
な
ど
次
々
に
刊
行
し
、
訳
書

も
数
冊
出
し
て
い
る
。
こ
の
頃
神
田
古
書
店
を
あ
さ

る
安
治
さ
ん
の
姿
を
見
か
け
た
人
は
多
い
。

出
版
と
併
せ
て
日
本
山
岳
会
の
会
務
に
も
熱
心
に

取
組
み
、
常
務
理
事
、
常
任
評
議
員
、
図
書
委
員
長

な
ど
を
勤
め
た
ほ
か
、
東
京
都
山
岳
連
盟
副
会
長
、

日
本
山
岳
協
会
常
務
理
事
な
ど
も
勤
め
て
い
る
。

私
は
昭
和
５
１
年
度
か
ら
東
京
都
岳
連
副
会
長
職

に
つ
い
た
安
治
さ
ん
の
下
で
常
務
理
事
を
つ
と
め
岳

連
活
動
を
共
に
し
た
。

昭
和
５
５
年
の
春
、
都
岳
連
の
次
期
執
行
体
制
を

協
議
す
る
た
め
、
会
長
の
高
橋
定
昌
さ
ん
は
正
副
会

長
会
議
を
召
集
し
た
。
あ
い
に
く
安
治
さ
ん
は
当
日

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
図
書
委
員
会
を
召
集
し
て
い
た
た
め
出
席

出
来
な
い
の
で
、
同
じ
ク
ラ
ブ
の
後
輩
の
私
に
出
席

の
依
頼
が
あ
っ
た
。
高
橋
会
長
も
私
が
総
務
担
当
理

事
な
の
で
代
理
Ｏ
Ｋ
と
な
り
正
副
会
長
会
議
に
出
席

し
た
。
会
長
と
副
会
長
二
人
と
私
が
四
人
顔
を
そ
ろ

え
た
と
こ
ろ
に
、
高
橋
邸
の
電
話
の
ベ
ル
が
な
る
。　
“

定
昌
さ
ん
が
電
話
を
取
る
。
「国
見
君
、
君
に
安
ち
や

ん
か
ら
だ
」
と
受
話
器
を
渡
さ
れ
る
。
「会
議
は
始
ま

っ
た
か
。
今
日
は
君
に
ま
か
せ
る
か
ら
な
、
よ
ろ
し

く
頼
む
」。

会
議
は
順
調
に
進
み
、
３
０
分
た
つ
た
頃
、
ま
た

電
話
の
ベ
ル
。
定
昌
さ
ん
は

「お
い
、
国
見
君
に
安

や
ん
か
ら
だ
」
。
電
話
を
と
る
と

「今
日
の
会
議
は

君
に

一
任
し
た
か
ら
な
。
自
由
に
発
言
し
て
く
れ
」

で
電
話
は
切
れ
た
。
更
に
３
０
分
、
ま
た
ベ
ル
が
鳴

る
。
も
う
定
昌
さ
ん
は
電
話
に
も
出
な
い
。
「ま
た
、

安
ち
や
ん
か
ら
だ
ろ
う
。
君
出
ろ
よ
」
と
電
話
を
渡

さ
れ
る
。
や
は
り
安
ち
や
ん
だ
つ
た
。
「
い
い
か
。
今

日
は
君
に
ま
か
せ
た
か
ら
な
」
。
今
度
は
少
し
呂
律
が

お
か
し
い
。
恐
ら
く
図
書
委
員
会
が
終
っ
て
、
例
に

よ
っ
て
酒
も
り
が
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
と

は
も
う
電
話
は
か
か
つ
て
来
な
か
つ
た
。

も
う

一
つ
。

昭
和
５
２
年
１
２
月
１
７
日
～
１
８
日
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
自
然
保
護
委
員
会
の
忘
年
会
が
谷
川
岳
の
土
樽
山

荘
で
開
か
れ
、
島
田
巽
さ
ん
や
渡
辺
公
平
さ
ん
達
大

先
輩
た
ち
と
高
波
隆
男
さ
ん
の
接
待
で
歓
談
し
、
翌

日
蓬
礁
か
ら
谷
川
新
道
に
出
て

一
の
倉
沢
出
合
登
り

日
付
近
で
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

「こ
の
岩
が
山
崎

安
治
さ
ん
遭
難
の
岩
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
こ
の

前
年
や
は
り
安
治
さ
ん
達
図
書
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
同
じ
よ
う
に
上
樽
山
の
家
で
夜
を
徹
し
て
飲
み
、

殆
ど
寝
る
間
も
な
く
、
翌
朝
小
屋
を
出
て
蓬
峠
か
ら

谷
川
新
道
を
歩
く
。
ま
だ
酔
い
の
さ
め
な
い
新
道
歩

き
で
、
正
面
に
立
ち
は
だ
か
つ
た
大
き
な
岩
に
顔
面

を
打
ち
つ
け
、
ひ
た
い
を
傷

つ
け
た
。
随
分
長
い
間
、

ひ
た
い
に
ガ
ー
ゼ
を
当
て
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

こ
の
遭
難
の
岩
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
長
い
こ
Ｌ

「山
崎
安

治
遭
難
の
岩
」
と
し
て
申
し
送
ら
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
土
曜
会
“
神
谷
バ
ー
”
は
毎
土
曜
日
の

午
後
、
古
い
先
輩
が
集
ま
つ
て
飲
み
な
が
ら
放
談
す

る
会
で
、
私
も
安
治
さ
ん
の
紹
介
で
、
あ
る
時
期
、

毎
土
曜
は
こ
こ
に
顔
を
出
し
て

一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
。

ど
う
も
山
崎
さ
ん
と
云
う
と
酒
の
想
い
出
し
か
な

い
の
は
申
訳
な
い
。
し
か
し
、
著
書
『
日
本
登
山
史
』

は
安
治
さ
ん
の
署
名
入
り
を
大
切
に
保
存
し
て
い
る
。

昭
和
６
０
年
３
月
１
１
日
、
北
里
研
究
所
付
属
病

院
で
死
去
。
６
５
歳
。
早
す
ぎ
る
死
だ
つ
た
。

千
葉
県
笠
森
霊
園
の
墓
碑
に
は
、
関
根
吉
郎
さ
ん

の

「山
を
愛
し
、
日
本
山
岳
史
の
発
掘
に
心
血
を
注

い
だ
山
崎
安
治
こ
こ
に
眠
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（緑
爽
会
元
代
表
）

人との出会いに感謝 シンポジウム担当 近藤 緑

このたび「私に2本のフ′ミラを持たせてください―高橋健治とローゼ夫人の

生涯Jを準備すぅに当つて、さまざまな人との出会いがありました
前号の吉田理一さんの文章の中に、ローゼさんが湯沢の高半旅館で 剛鍵

雪譜』を手にするくだりがあります。私はローゼさんと岩波書店との繋がり

が何かあるような気がしていました。そんな時、坪井靖子さんから、ローゼ

さんがよく布川角左衛門さんの話をしたと聞きました かつての岩波書店を

代表する編集者です。ローゼさんは健治の没後、京都から出て来て法政女子

高の講師になります。たしヽ鵡 氏ヽも法政の出芽だつたはず。

そこで、緑爽会に新入会された西谷隆亘・可江夫妻に大学の資料を調べて

頂いたところ、同じ頃に二人が大学で講師をしていたことがわかりました

下方、山梨文学館には布川角左衛門の展示コーナーがあるので、聞くと子

息の布川謙さんが清塁に住んでおられるとのこと。手紙を書いて「ローゼ・

レッサとぃぅ名前をご記憶です力可 と訊ねたところ「戦後、建築制限で12
坪の家しか建てられない頃に、ローゼさんがエリザベスを連れてよく泊りに

きた。エリザベスが可愛くて妹のように思つた。その後、自分は家を出たの

で、コーゼさんの死もエリザベスがアメリカにいることも初めて知つた」と。

ローゼさんが、まだ女子高の教室の片隅を借りて暮らしていた頃のことで

しょう。そのうちに西谷さんから、当時のローゼさんの暮らしを綴つた新資

料が届きました。法政女子学園年報Ⅵ (1959つ にローゼさんが「魔の山の

思い出」という文章を等 てヽいるのです。生麦の高台にある女子高の辺りを

「魔の山」「ナポレオンコ 「喜望的 と名付けて、苦難の中でも明るく生きよう
とするコーゼさんの選しいこと。さあ、私もじっとしてはいられません。←分

昭和50年、蛭ヶ岳頂上にて今西錦苛氏と山崎さん (中央)
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(左 )と筆者 (中央)1970年 頃

［秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
］

ロ
ー
ゼ
先
生
と
モ
ア

・
ジ

ョ
イ
会

モ
ア
・ジ
ョ
イ
会
々
長
　
山
崎

宗
城

昭
和
３
５
年
か
３
６
年
の
頃
だ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
私
が
ま
だ
慶
応
大
学
の
学
生
で
日
吉
の
キ
ヤ
ン

パ
ス
に
通
つ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
す
。
友
人
と
東
横

線
に
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
時
に
、
日
の
前
に
大
柄
な

外
国
人
の
婦
人
が
立
た
れ
た
の
で
す
ぐ
に
席
を
ゆ
ず

り
ま
し
た
。
そ
の
方
が
ロ
ー
ゼ

・
レ
ツ
サ
さ
ん
で
し

た
。
彼
女
か
ら
新
丸
子
駅
か
ら
歩
い
て
１
５
分
く
ら

い
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
モ
ア

・
ジ
ョ
イ
セ
ン
タ
ー

ヘ

遊
び
に
来
る
よ
う
に
誘
わ
れ
、
時
々
訪
ね
る
よ
う
に

な
つ
た
こ
と
が
モ
ア

・
ジ

ョ
イ
会
と
の
始
ま
り
で
し

た
。
当
時
ロ
ー
ゼ
さ
ん
は
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
教
え

て
い
て
、
よ
く
状
況
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
ロ
ー
ゼ

さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
勉
強
に
来
て
い
た
人
に
交
じ
つ
て
、

私
も
ド
イ
ツ
語
な
ど
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
モ
ア

・
ジ

ョ
イ
会
員
に
な

つ
た
か
思
い
出

せ
ま
せ
ん
が
、
多
分
ロ
ー
ゼ
さ
ん
に
会
員
名
簿
に
住

所

・
氏
名
な
ど
書
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
い
つ
の
ま

に
か
会
員
に
な

つ
た
の
で
し
よ
う
。

当
時
、
毎
月
の
よ
う
に
定
期
的
に
モ
ア

・
ジ
ョ
イ

会
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
開
い
て
い
ま
し
た
し
、
会
報

Ｐ
ｌ
ａ
ｗ
を
発
行
し
て
会
員
に
送

つ
て
お
り
ま
し
た
。

今
で
も
忘
れ
な
い
の
は
、
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
の
初
め
に

皆
で
格
子
か
ら
立
っ
て
誓
い
の
言
葉

筍
ぼ
魚
器
）
を

唱
和
す
る
の
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
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多
分
、
当
時

の
会
員
は
皆
こ
の
言
葉
を
暗
唱
し
て

い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
後
年
に
な

っ
て

ロ
ー
ゼ
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
■
１
ゼ
さ
ん
の

生
き
方
は
ま
さ
に

の
３
ｏ
い
け
゛
ぽ
一ぎ
Ｉ
で
あ
っ
た

な
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
言
葉
に
弥
き‐
続
い
て
、
多

分
活
動
報
告
や
様
々
な
予
定
や
連
絡
や
柑
誕
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
時
ヽ
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
を
こ
ろ
か
ら
モ
ア
・

ジ
ョ
イ
の
友
人
が
日
本
に
来
で
、
モ
ア
・
ジ
ヨ
イ
セ

ン
タ
■
に
滞
在
し
た
り
、
我
々
の
家
に
泊
つ
た
り
し

て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
外
国
の
友
人
た

ち
と
皆
で
奥
多
摩
や
、
丹
沢
や
、
箱
根
ゃ
、
鎌
倉
の

海
等

ヘ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
ま
し
た
。
ロ
ー
ゼ
さ

ん
は
夫
の
高
橋
健
治
氏
共
々
町
本
の
山
歩
き
を
し
た

こ
と
か
ら
、
ま
・た
本
人
の
言
う
よ
う
に

「ド
イ
ツ
人

は
森
の
国
民
だ
」
の
言
葉
通
り
、
さ
ら
に
ロ
ー
ゼ
さ

ん
は
少
々
無
茶
で
冒
険
心
が
旺
盛
な
こ
と
も
あ
つ
て
、

谷
川
の
水
に
入
っ
た
り
、
海
で

一
気
に
対
岸
の
岩
ま

で
泳
い
だ
り
、
と
に
か
く
い
つ
も
ハ
ツ
パ
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
モ
ア

・
ジ
ョ
イ
会
の
会
長

は
現
在
も
健
在
の
寺
尾
邦
夫
教
授

（そ
の
後
横
浜
国

大
名
誉
教
授
）
で
、
秘
書
役
は
伊
中
清
子
さ
ん
が
勤

め
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ゼ
さ
ん
は
１
９
６
３
年
に
は

一
年
を
か
け
て

伊
中
さ
ん
を
伴

っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
ヘ

世
界
親
善
講
演
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
生
け
花
や

折
り
紙
な
ど
日
本
の
文
化
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ま
た

世
界
各
国
の
モ
ア

・
ジ
ヨ
イ
会
員
を
訪
ね
た
よ
う
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
鼻
の
骨
を
折
る
交
通
事
故
に
も

あ
っ
た
Ｌ
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
ロ
ー
ゼ
さ
ん
の

活
動
に
つ
い
て
は

「緑
爽
会
報

。
１
１
５
号
」
に
モ

ア
・
ジ
ョ
イ
会
の
坪
井
靖
子
さ
ん
が
書
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
坪
井
靖
子

（当
時
は
山
口
靖
子
）
さ
ん
も
そ

の

一
人
で
す
が
、
モ
ア
・
ジ
ヨ
イ
会
で
は
外
国
か
ら

の
会
員
や
友
人
が
日
本
に
来
日
す
る
と
き
に
何
か
と

支
援
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
か
ら
主
に
ド
イ
ツ

に
行
き
た
い
青
年
た
ち
を

ヘ
ル
プ
す
る
活
動
も
ロ
ー

ゼ
先
生
自
身
の
友
人
関
係
や
モ
ア
。
ジ
ョ
イ
会
員
の

ル
ー
ト
を
使
っ
て
応
援
し
て
お
り
ま
し
た
。
靖
子
さ

た
坪
井
孝
夫

（
モ
ア

・
ジ
ョ
イ
会
員
）
さ
ん
と
会
わ

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
私
の
知
る
範
囲

で
も
数
名
の
女
子
が
ド
イ
ツ
に
勉
強
と
ア
ル
バ
イ
ト

を
兼
ね
て
数
年
滞
在
し
て
い
ま
す
。

私
も
ロ
ー
ゼ
さ
ん
か
ら

一
度
イ
ス
ラ
エ
ル
・
キ
ブ

ツ
ヘ
行
く
こ
と
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
母

一
人
子

一
人
の
私
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

モ
ア

・
ジ
ョ
イ
に
行
き
手
伝
い
を
し
な
が
ら
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
を
覚
え
、
ド
イ
ツ
語
も
覚
え
、
そ
れ
が
基

で
ス
エ
ー
デ
ン
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
国
際
機
関
に
就
職
し
、
英
国
英
語

と
フ
ラ
ン
ス
語
も
マ
ス
タ
ー
し
た
の
で
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
出
張
で
出
か
け
る
機
会
を
生
か
し
て
、
モ

ア

・
ジ
ョ
イ
会
員
も
随
分
と
訪
ね
ま
し
た
。
も
つ
と

も
こ
れ
は
ロ
ー
ゼ
先
生
の
配
慮
だ
つ
た
の
で
し
よ
う
。

先
ず
ロ
ー
ゼ
先
生
の
姉
の
ゼ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
ハ
ン

ス
ご
夫
妻
を
ボ
ン
に
近
い
ラ
イ
ン
バ
ツ
ハ
に
訪
ね
、

妹
の
リ
ー
ゼ
ル
さ
ん
を
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ム
シ
ュ
テ
ー

デ
に
訪
ね
ま
し
た
。
リ
ー
ゼ
ル
さ
ん
訪
間
の
こ
と
は
、

姉
の
ゼ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
印
象
が
、
長
女
特
有
の
静
か

で
思
慮
深
い
性
質
の
方
の
印
象
が
あ
つ
た
も
の
で
す

か
ら
、
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
リ
ー
ゼ
ル
さ
ん
は
オ

ラ
ン
ダ
の
船
乗
り
の
夫
と
結
婚
さ
れ
た
こ
Ｌ
も
あ
つ

て
明
る
く
大
胆
な
夫
人
で
、
訪
ね
た
と
き
は
仲
欄
と

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
の
時
で
も
あ

つ
て
、
や

つ
と

住
所
を
訪
ね
あ
て
た
ば
か
り
の
私
は
び
つ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ボ
ン
に
ロ
ー
ゼ
さ
ん
の
従
兄
に
あ
た

る
モ
リ
ッ
ツ

・
カ
ー
レ
さ
ん
を
三
度
訪
ね
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
背
の
高
い
大
柄
な
明
る
い
方
で
、
ボ
ン

の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
の
後
、
郊
外
の
自
宅
に
伺
い
奥
様
の

グ
レ
ー
テ
ル
さ
ん
の
家
庭
の
伝
統
の
ケ
ー
キ
な
い
た

だ
い
た
こ
Ｌ
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
日
本
に
長
期
滞
在
で
来
て
、
モ
ア

・

ジ
ョ
イ
会
員
の
臨
港
病
院
々
長
の
渡
辺
嘉
造
伊
さ
ん

の
お
世
話
で
病
院
若
護
婦
Ｌ
し
て
働
い
て
い
た
ア
ン

ド
レ
ア

・
ブ
ツ
ト
ヴ
イ
ル
さ
ん

（現
在
は
結
婚
し
て

ア
ン
ド
レ
ア

・
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ク
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
在
住
）
の
両
親
を
デ

ユ
セ
ル
ド
ル
フ
に
訪
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ゼ
さ
ん
が
敬
愛
し
て
止
ま
な

い
ド
ク
タ
ー
ア
メ
リ
ー

・
ラ
ン
グ
ン
さ
ん
を
、
イ
タ

リ
ー
の
国
境
を
越
え
て
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ー
ノ
の
ホ
テ

ル
ヘ
訪
ね
た
こ
Ｌ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
彼
女
の

八
十
歳
の
誕
生
日
に
、
ロ
ー
ゼ
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
た

花
東
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
ロ
ー
ゼ
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
の
で
し
た
。
現
在
も
親

し
く
交
信
し
て
い
る
ス
イ
ス
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
近
郊
モ

ル
ジ

エ
在
住
の
ベ
ル
ナ
ル
ト
＆
パ
キ
ー
タ

・
ア
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
夫
妻
に
は
私
の
結
婚
式
に
出
て
い
た
だ
い

た
り
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
の
折
に
よ
く
自

宅
に
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
モ
ア

・
ジ
ョ

イ
会
の
古
く
か
ら
の
会
員
で
す
。

ロ
ー
ゼ
さ
ん
の
夫
君
の
高
橋
健
治
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
戦
前
の

「三
高
山
岳
部
三
羽
烏
」
と
言
わ
れ
た

植
物
生
態
学
者
と
後
日
お
聞
き
し
ま
し
た
。

日
―
ゼ

さ
ん
か
ら
は
結
婚
間
も
な
い
こ
ろ
ロ
ー
ゼ
さ
ん
の
お

母
様
の
シ
ル
ビ
ア
さ
ん
が
日
本
に
来
た
と
き
に
横
浜

に
上
陸
し
、
夫
妻
が
箱
根
に
案
内
し
た
時
の
写
真
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
晩
年
に
占
い
資
料
と
し

て
高
橋
健
治
さ
ん
の
三
高
時
代
の
ド
イ
ツ
留
学
の
リ

ポ
ー
ト
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
て
読
ん
だ
こ
Ｌ
ぐ
ら
い

し
か
知
り
ま
せ
ん
。

ロ
ー
ゼ
さ
ん
は
故
高
橋
健
治
の

妻
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
つ
て
い
た
よ
う
で
し
た

が
、
私
た
ち
に
高
橋
健
治
の
話
を
す
る
こ
と
は
殆
ど

な
か
つ
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（緑
友
会
会
員
）

編
集
後
記

よ
う
や
く
秋
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

と
学
習
の
秋
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
Ｋ
．

ん
は
ド
イ
ツ

で
確
か
看
護

学
校
に
通
い

な
が
ら
滞
在

し
、
後
に
彼

女
の
夫
と
な

る
当
時
ア
ー

ヘ
ン
の
大
学

の
研
究
室
に

留
学
し
て
い

”
・　
移

魃
け

-6…


